
 

新潟市区自治協議会のあり方検討の進捗状況について 

 
 

■区自治協議会会長会議（8／9）での主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各区自治協議会（8～9月） 

・第 1回検討委員会の意見を資料配布 

・各区で意見を募集中 

 

■市民厚生常任委員会協議会報告（9月定例会） 

【検討委員】 

№ 氏名・役職等 № 氏名・役職等 

1 川島 勝（新潟市北地区まちづくり協議会 顧問） 北区 7 真嶋 民雄（コミュニティ中野小屋 会長） 西区 

2 山中 知彦（新潟県立大学国際地域学部 教授） 東区 8 坂爪 惣一郎（西蒲区自治協議会 会長経験者） 西蒲区 

3 豊嶋 直美（山潟地区コミュニティ協議会 会長） 中央区 9 大串 葉子（新潟大学 准教授） 座長 

4 豊岡 克（両川地区コミュニティ協議会 会長） 江南区 10 渡邉 敏文（新潟医療福祉大学 教授） 副座長 

5 新藤 幸生（秋葉区自治協議会 会長経験者） 秋葉区 11 石垣 順子（公募委員） 

6 棚村 真寿美（大通コミュニティ協議会 会長） 南区  ※№１～８は会長経験者 

 

２．意見交換・検討スケジュール （案） 
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第 3回区自治協議会会長会議 

資料 1 

Ｈ29.10.13 市民協働課 

１．第 2回検討委員会までの流れ 

■第 1回検討委員会（7／28）での主な意見 

項  目 意    見 

役  割 

・行政が自治協をあてにし過ぎているのではないか 

・コミ協との役割分担があいまい 

・区としての共通の課題がなく，検討やまとめがうまくできないことがある 

・区内の調整役としての機能が果たせていないのではないか 

・行政からの情報提供は必要だが，多すぎる 

・自治協提案予算の実施は負担だが，良い施策と思う 

・行政は周知に責任を持ってほしい 

委  員 

・自治協についてよく理解できないため，発言できるよう任期を延ばしては 

どうか 

・区役所との関係でいえば，コミ協会長会議で良いのでは 

・高校・大学生に入ってもらい，意見を聞いてはどうか 

運営方法 

・行政から説明の要不要の判断や認知度向上の方法など自治協としても自主的 

な運営が必要 

・テーマを決めることで意見を出しやすくしたらどうか 

 

・地域にとって関心が高いのは自治協よりもコミ協 

・多様な意見を聞くためには自治協は必要 

・市民も委員も自治協の役割をうまく整理できていないのではないか 

・もっと自治協と区（長）との連携が大事 

・自治協の存在意義を実例として発信すべき 

・コミ協，自治協の役割（政策形成過程）が分かるイメージ図がほしい 

・議会からもあり方について意見を出してほしい 

・議論しても変更できない報告事項が多すぎる 

29 
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※9／26市民厚生常任委員会協議会報告資料 


